
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 12月５日（月） 
北海道中札内高等養護学校 校長室より 

 11月、中札内村の応援大使である北海道日本ハムファイターズの加藤貴之投手と

玉井大翔投手が学校を訪れてくださいました。 

 中札内本校の感染状況が心配される中、予定を一部変更しながらの来校になりま 

  
加藤投手と玉井投手を囲んで記念撮影 

お二人には、各学科で製作した中札内セットが手渡されました。工業科

のネームプレートは、新庄監督のものも託され、木工科からはファイターズ

ガールの皆さんの髪飾りもプレゼントされました。 

生徒たちにとっても大人にとっても貴重な機会となった一日。加藤投手 
夢のキャッチボールをした2人 

したが、体育館での様子を全校生徒が各教室で視聴するという形でのセ

レモニーとし、実施することができました。 

 お二人への質問コーナーでは、「次年度の開幕投手として開幕に向けて

の気持ちは？」「投手としての心構えは？」などなど、しっかり準備をした質

問をした生徒たちでした。自らキツネダンスを披露する生徒もおり、加藤選

手も玉井選手も大変喜んでいました。 

  

と玉井投手のおかげで、学校中が一気に明るくなりました。加藤選手、玉井選手、そして準備してくださった実行

委員会の皆様、ありがとうございました。 

 今、学校では授業研究が行われています。授業の中の「コミュニケーション」に視

点を当て、どんな発言を期待するか、友達同士でどんなやりとりを期待するか、と

いうことを授業の中で手だてを設けています。 

  授業一つ一つで生徒たちがどんな力を身に 

付けていくか、改善を重ねることがいつも行われ 

ています。 

   

 藤原先生のアトリエ展が、12月 4日、無事に最終日を迎えました。最終日は快

晴で夜に見る作品とはまた違った味わいを見せてくれました。自然の偉大さ、おお

らかさ、温かさ、包容力…いろいろなことを感じる空間でした。藤原先生お疲れさ

までした。 

 11月末より、学校からの情報発信を Twitter からもスタートさせました。どうぞご

覧いただき、応援してください。 


